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ようやく少し寒さが和らいできましたが、今年は寒い冬でした。インフルエンザも例年を上回

る大流行となりましたが、暖かくなると今度は花粉症の季節到来です。症状をそのまま放置し

ていては CPAPがしっかり使えません。既往のある方は、すぐに対策を実行しましょう！  

花粉症について 

1番患者数が多いのはスギ花粉症です。毎年2～4月に症状が出る人はスギ花粉の可能性が高いでしょう。

今年、山形は3月上旬からスギ花粉が飛散すると予想されています。前年に比べると飛散数が多いという

予想です！しっかり対策をとりましょう。また、時期が異なるものの毎年症状が出る場合はスギ以外の花粉症か

もしれません。 

スギ・ヒノキの飛散数予想 

 
（協和麒麟花粉症ナビ参照） 

スギとヒノキの花粉は飛散時期がほぼ一緒ですが、通常ヒノキ花粉の方が少し遅れて飛び始めます。 

スギに反応する人はヒノキにも反応しやすく、スギ花粉症の方の約 7割がヒノキ花粉にも反応すると 

いわれています。このような人は、スギ花粉症シーズンの終わり頃にヒノキ花粉による症状が加わって 

重症化することもあるので、注意が必要です。 

 

 

先日参加した北東北睡眠医療研究会では、岩手医大のグループによる「両側鼻腔抵抗と CPAP 受容率、 

使用率の検討」という発表がありました。鼻腔抵抗とは「鼻の通りにくさ」で、専用の機械で計測することが 

できます。結果は意外にも「鼻の通りにくさと CPAP の受容率、使用率は関係しない」というものでした。 

但し、鼻づまりがあり、鼻呼吸が苦しいことは CPAP 中断の原因にはなりうるということでした。 

今回は鼻の通りにくさは使用時間減少の原因にはならないという結果でしたが、やはり鼻水や鼻づまりは

CPAP を使う上では不快なものです。花粉症症状のある方は、服薬、点鼻薬などを併用して快適に CPAP を

使えるようにしましょう。 

 

裏では、花粉症対策についてお話します。 
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花粉症の症状を軽くするためには、治療とともに花粉が体に入ってこないようにする注意や工夫が大切です。 

   外出時の対策 

 花粉情報をチェック 

テレビやインターネットで気象情報や花粉情報を入手しましょう。 

 外出を控えめに 

花粉飛散の多い日は特に注意が必要。 

1 日のうち飛散の多い時間帯は午後 1時～3時頃。 

 外出時は完全防備 

帽子・メガネ・マスク・マフラーを身につける。コートもツルツルした素材を選びましょう。 

 帰宅時は玄関でシャットアウト   衣服・ペットなどについた花粉は、きちんと外ではらう。 

 帰宅後は洗顔やうがいを   体についた花粉はきちんと洗い流しましょう。 

 

家の中での対策 

 ドア・窓を閉める  花粉の侵入を防ぐことが大切。 

 掃除はこまめに 

防いでいるつもりでも室内にはかなり花粉が侵入しています。 

拭き掃除が効果的。 

 

就寝時の対策 

 布団を外に干さない 

どうしても干したい場合は花粉の飛散が少ない午前中に。 

 枕元の花粉を拭き取る 

枕まわりの約 1ｍをウエットティッシュや水で湿らせたタオルで拭きとる。 

 お風呂・シャワーで花粉を流す 

朝ではなく、寝る前に花粉をしっかり洗い流しましょう。 

 空気清浄機を活用 

 

CPAP の対策  

 CPAP 本体に花粉症用のフィルターを付けることもできます。機種によって異なります。 

ご希望のある方はご相談ください。 

 

花粉症の治療は時期や症状によって治療法が異なります。 

ひどい花粉症にお悩みの方は、早めに先生に相談してみては 

いかがでしょうか？ 

 

花粉症対策をバッチリして CPAP を快適に使用しましょう 

＜休診のお知らせ＞ 

4 月 7日(土)は都合により休診となります。ご了承ください。 

それに伴い、4月 21 日(土)は午後も診療を行います。 

受付時間は午前 9時～12時、午後は 14 時～18 時となります。 

また、4月 28日(土)は院長学会出席のため予約の方のみの 

診療となりますのでご注意ください。 


